
■　実習

実習「持ち寄りホームパーティ」
（情報カード型の問題解決実習）

中　村　和　彦　
（南山大学人文学部心理人間学科）

ねらいの例
・グループで課題に取り組む際に、課題の内容（”what”：コンテント）だけで

はなく、どのように課題を進めるか（”how”：プロセス）にも目を向ける。
・グループで課題を解決する際に、お互いの間で起こること（たとえば、自分

やメンバーの参加の仕方、コミュニケーションのありよう、情報の共有の仕
方、課題の進め方、意思決定の仕方、グループ全体の雰囲気、リーダーシッ
プなど）に気づき、その体験から学ぶ。

　　（学習者の状況に合わせてねらいを設定する必要あり）

グループサイズ
１グループ　５名～７名。グループ数はいくつでも可能。

所要時間

100～130分

準備物

１．手順書（資料１）　各自に１枚　（ねらいとスケジュールが記載された日程
表でも可）

２．課題シート（資料２）　各自に１枚
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３．ふりかえり用紙（資料３）　各自に１枚
４．情報カード（資料４）　各グループに１セット
５．模造紙、下敷き、マジック（マーカー）のセット（各グループに１つずつ）

会場の設定

　移動可能な机と椅子を使用することが望ましい。グルーピング後は、グルー
プのメンバーが机をはさんでお互いに向かい合える状態になれるよう（グルー
プ形式）に設定する。

手順

１．ねらいと手順の説明　手順書または日程表（資料１）を配布し、ねらいと
実習の手順を説明する。

２．グルーピング　何らかの方法でグループ分けを行い、グループの場所を
セッティングするよう伝える。お互いに初めて会う場合は自己紹介の時間
を設ける。その後、模造紙・下敷き・マジックのセットを各グループに配
布する。

３．課題の導入　課題シート（資料２）を配布し、課題の内容を説明する。
４．情報カードの配布　情報カード（資料４）１セットを各グループに配布す

る。情報カードを裏向きにして、メンバーに１枚ずつ順に配布し、各メン
バーにほぼ同じ枚数を配布するように伝える。

  ＜手順１～４までで約20分＞
５．課題の実施 ＜30～40分＞
　　時間設定については、これまでの経験上、課題に取り組む時間として、カー

ド型の問題解決実習にある程度慣れている大学生は30分間、数回の体験学
習を体験したことがある社会人では40分間が適切と思われる。

６．結果発表・正解発表　各グループからの結果を発表してもらった後に、正
解（資料５）を伝える。 ＜５～10分＞

７．ふりかえり用紙（資料３）記入 ＜15分＞
８．グループでのわかちあい ＜25～35分＞
９．全体でのわかちあい ＜５～10分＞

ファシリテーションのポイント

　実習「持ち寄りホームパーティ」の課題は、情報カードの枚数が多いため、カー
ド型の問題解決実習の中では中程度の難易度である。そのため、ラボラトリー
方式の体験学習を初めて体験する学習者にとっては若干難しいと思われる。こ
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の実習を用いる際は、カード型の問題解決実習（たとえば、実習「匠の里」な
ど）をすでに体験したことがある学習者に対して、または、すでに体験学習の
流れを知るための導入のプログラム（実習「名画鑑賞」など）を体験した後の
実習として、などが効果的であろう。なお、高校生に対しても実施可能である
と思われるが、小中学生にとっては、課題の難易度が高いことや情報カードの
枚数が多いことから、適していない。
　カード型の問題解決実習は、明確な正解があること、課題達成のおもしろさ
があることから、コンテントに集中しやすい。そのため、学習者の状況やこれ
までのプログラムに応じて、「コンテントとプロセス」、「体験学習とは？（体
験学習のサイクル）」、「グループプロセスとは？」などの小講義を行い、学び
の意味づけを行うことも必要である。
　今回添付されているふりかえり用紙は、すでにラボラトリー方式の体験学習
を体験したことがある大学生向けで、手順書に書いてあるねらいと対応させて
作成したものである。ふりかえり用紙は、設定されたねらいに対応させながら、
学習者の状況に合わせて作成する必要がある（どのようなふりかえり用紙の項
目を用いるかを考えること自体が重要なファシリテーションのポイントであろ
う）。そのため、今回添付されているふりかえり用紙は実習「持ち寄りホームパー
ティ」用のものというよりは、１つのサンプルとして捉えていただきたい。
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実習使用規定 

 
ラボラトリー方式の体験学習に関するツールを公開することで、ラボラトリー方式の体験学習が広く普

及することを願って、第7号(2008)より「実習」を掲載しております。ここに掲載されている実習は、当セ

ンター研究員とその仲間によって開発され、これまでの教育実践で用いられてきたものです。使用の際には

以下の留意事項をお守りください。 

なお、ラボラトリー方式の体験学習を実施する際には、まずはご自身がラボラトリー方式の体験学習を体

験されることをお薦めします。当センターではラボラトリー方式の体験学習を用いた公開講座を開催してお

ります（詳しくは当センターの Web ページ http://www.nanzan-u.ac.jp/NINKAN/ をご参照くださ

い）。体験学習のファシリテーションを学んだ上でご使用ください。 

 

 
 

実習を使用する際の留意事項 
 
 

１．著作権は著者に属します。実習を販売することや、営利目的の発行物などに転載をすることは禁止しま

す。なお、教育目的での無料の発行物などに転載を希望される場合は、当センター事務局にお問い合わせ

ください。 

 

 
 

２．ラボラトリー方式の体験学習として教育・研修などに使用される場合には、各実習の課題シート 

（実習の指示書）に出典を明記してください。使用の際に当センターや著者に許可を得る必要はありま

せん。また、使用料も発生しません。 

 

【出典の記入例】  

出典：大塚弥生（2008）「グループ  エントランス」 

南山大学人間関係研究センター 人間関係研究, 第 7 号より 

 

 

３．課題シート（実習の指示書）をそのまま使用するのではなく、プログラムの実施状況に合わせて適宜

修正・変更した上で使用する場合は、「参考」として出典を明記してください。 

 

 
 

４．ラボラトリー方式の体験学習で大切にされている教育観（学習者中心の教育、非操作の教育、学習者

が自らの人間的成長に取り組む教育）に反する使用は禁止します。たとえば、営利目的で学習者を操作

する自己啓発セミナーなどでの使用は一切禁じます。 
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